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果物の香りを作ろう 

【準備】 

 （試薬） 濃硫酸，ギ酸，1-ペンタノール，1-ブタノール, 2-ブタノール, エタノール 

      イソアミルアルコール, 1-オクタノール，酢酸，沸騰石 

 （器具） 試験管（各自２本），500ｍL ビーカー（お湯を入れる），2ｍL駒込ピペット  

試験管立て 温度計 

【注意】 

 （１）試薬やエステルのにおいを直接かがない。皮膚につけない。 

 （２）濃硫酸が皮膚についたときには流水で 15 分以上洗ったあと飽和炭酸水素ナトリウム 

水溶液（教卓上にある）で洗う。濃硫酸がこぼれたときは，炭酸水素ナトリウム粉末を少し

ずつふりかけて中和させてから拭き取る。 

 （３） やけどしないように注意する。やけどをしたら，流水で 30 分以上冷やす。 

【実験の流れ】 

 （１） 自分が作りたい香りを選ぶ。 

     （香り）    （カルボン酸）  （アルコール）      

     ①バナナ      酢酸  ＋  1-ペンタノール  

     ②バナナ      酢酸  ＋  1-ブタノール     

     ③メロン      酢酸  ＋  2-ブタノール    

     ④パイナップル   酢酸  ＋  エタノール 

     ⑤ナシ       酢酸  ＋  イソアミルアルコール 

     ⑥オレンジ     酢酸  ＋  1-オクタノール       

     ⑦もも       ギ酸  ＋ エタノール   

     ⑧リンゴ      ギ酸  ＋  1-ペンタノール 

（２） 500mL ビーカーに約 70℃のお湯約 200mL を沸かしておく。 

（３） 試験管にカルボン酸とアルコールを 2ｍL ずつ加えよく振り混ぜ，沸騰石を 2･3 粒入れ

る。濃硫酸を，駒込ピペットで 0.5ｍL 取り，試験管に少しずつ壁面に沿って入れ 2～3

分よく振りまぜた後，試験管立てにもどす。この時，試験管からかなりの熱が発生する

ので注意する。 

 （４） もう１本の試験管も（３）の操作を行う。 

 （５） 反応液が均一になるようによく攪拌してから約 70℃の湯浴中で約 10 分間反応させる。

その際液を沸騰させないようにする。⑦の液体は特に沸点が低く(54.4℃)すぐに沸騰し

始めるので，その際すぐに取り出して試験管立に 静置しておく。 

 （６） 反応後，蒸留水約 10mL を加えてよく振りまぜて静置し，におい，液の様子を観察する。 

【結 果】 

試験管の番号 酸 アルコール できた香り 

    

    

    

    

    

    

    

    

 

【考 察】 

  問１ 一つの試験管にアルコール，カルボン酸，濃硫酸を取る時に注意すべき点を答えよ。 

 

  問２ 結果から考えて，生成したエステルにはどのような性質があるか二つ答えよ。 

   ・ 

   

   ・ 

  問３ （６）において純水を加えてよく振るのはなぜか。 

 

 

【感想・気付いた点，疑問点など】＊改行しないで最後の行まで書く。 

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

 

        （    ）班 １年  組   番 氏名               ｗ 



果物の香りをつくろう（裏面） 

【目的】理科室にある薬品を使って，果物の香りの素になる「エステル」をつくってみよう。 
 
【有機化合物】 
 有機化合物とは・・・（    ）を含む化合物のこと。 
（例） 
 石油・ガス・お酒・お酢・油・砂糖・セッケン・繊維・タンパク質など 
 
 
【アルコール】 
 エタノール（お酒）C2H5－OH・メタノール（アルコールランプ）CH3－OH など，分子内に

（     ）をもっている物質。 
 
 
【カルボン酸】 
 酢酸（お酢）CH3－COOH・ギ酸 H－COOH など，分子内に（        ）をもって

いる物質。 
 
 
【エステル】 
 アルコールとカルボン酸が反応してできる物質。果物のような香り（     ）がある。 
（反応の仕組み） 
 
 
 
 
 
 
 
【濃硫酸の脱水作用】 

濃度の濃い硫酸（９８％）には、脱水作用がある。 
脱水作用・・・分子内から（   ）と（   ）を無理やり引き抜いて（    ）にする

働き。 
（例）砂糖（ショ糖 C12H22O11）に濃硫酸を加える。 

C12H22O11 → 12C ＋ 11H2O 
 

※ 濃硫酸を、服や手などに絶対につけないこと！！ 


